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12
数千kmの⾧距離を移動する国際線の航空機のように、
⾧時間にわたり大出力を維持する大型輸送体では、
エネルギー密度の高いエネルギー源が必要。
現在は、石油由来の炭化水素を燃料として、
ジェットエンジンの推力で飛行している。

液体燃料は、同じ容積あたりに
たくさんのエネルギーを詰め込
むことができるので、重量当た
りのエネルギー密度が同等のガ
ス燃料よりも、より⾧距離を飛
行することができる。
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12

原料は、植物、廃食油・油脂（動植物）、

都市ごみ（廃ガス含む）、微細藻類、など多様

二酸化炭素排出削減効果が期待される

既存の航空機、燃料供給インフラを使用可能（Drop in燃料）

SAFとは
(Sustainable Aviation Fuel/持続可能な航空燃料)
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ICAO（International Civil Aviation 
Organization）

2050年までの炭素排出Net-Zeroの実現
SAF導入及びクレジット購入によるCO2排出削減を、

・2021年から自主規制 / 2027年から義務化
・ベースラインを2019年の排出量の85％（2024

～2035年）

12

全世界SAF想定需要(最大)6.5億kℓ@2050年*
*「ICAO annual report2019，ICAO Revenue Passenger-Kilometres Scenarios by  route group(2018-2050)」の集計

CO2削減の手段としてSAFの導入が期待されている

・世界の航空輸送部門では、航空機燃料として石油由来のジェット燃料を用いている中、地球
温暖化対策が大きな課題となっている
・国際民間航空機関（ICAO）は、国際航空分野の 2020年以降の温室効果ガス排出量増加分
をゼロとする目標を策定。2027年以降は温室効果ガス排出量削減が義務化される。手法の一つ
として持続可能な航空燃料（SAF:Sustainable Aviation Fuel）の導入が期待されている
・ICAOによる国際航空輸送分野のCO2排出量削減目標の達成に向けて、世界的にもSAFの需
要拡大が見込まれる

国際航空分野の温暖化対策

ICAO LTAG Reportから抜粋（IS3: ICAOによる野心的なシナリオ）/経済産業省資料
国際航空からのCO2排出量予測と排出削減目標のイメージ

IATA（International Aviation Transport 
Association）
IATA加盟航空会社の2050年炭素排出Net-Zeroの達成
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出所:NEDO HP 2022年度～2023年度成果報告書: 国内外におけるSAFの製造技術ならびに低ｺｽﾄ化技術に係る動向調査
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https://www.icao.int/environmental-protection/pages/SAF.aspx（2024年11月27日閲覧）

ICAOホームページ SAF追跡ツール
政策と計画 規制の枠組 導入支援 出資

実施（予定）施策

生産能力
（単位：百万トン/年）

発表済

建設中

その他の
燃料生産

設計・検討

SAF生産

SAF供給空港数

承認された変換プ
ロセス

（+11件が評価中）

ICAO CORSIAで認め
られた原料数

CORSIAで認証された
SAFのバッチ数

実現可能性
調査 パートナー

数

SAFオフテイク契約
（単位：10億リットル）

SAF施設数
（発表数）

投資額（発表数）
（単位：10億USドル）

→ 一方、IATAによると2024年のSAF生産量は1.5百万トン（1.9百万KL）の見込み
これは世界航空燃料需要の0.53％に相当 6 / 22



出所）第4回SAFの導入促進に向けた官民協議会 国土交通省資料

国内におけるSAFの利用見込み
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12

(1) 量

(2) コスト
(3)品質（燃料規格適合と、

GHG排出削減効果）

(4) Sustainability

(5) 早期商用化

SAF製造に求められるポイント
(Sustainable Aviation Fuel/持続可能な航空燃料)
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代替航空燃料認証制度 ASTM International D7566

出所：https://www.icao.int/environmental-protection/GFAAF/Pages/Conversion-processes.aspxを抜粋

混合率原料例略称精製方法ASTM/D7566

最大50%バイオマス等FTFischer-Tropsch 法により精製される合
成パラフィンケロシンAnnex A1

最大50%植物油、獣脂、廃食油HEFA植物油等の水素処理により精製される合
成パラフィンケロシンA2

最大10%砂糖生産に使用されるバ
イオマスSIP発酵水素化処理糖類由来のイソパラフィ

ンA3

最大50%バイオマス等FT-SKA非化石資源由来の芳香族をアルキル化し
た合成ケロシンA4

最大50%
バイオマス由来のエタ
ノール、イソブタノール、
イソブテン

ATJ-SPKアルコール・ジェット由来の合成パラ
フィンケロシンA5

最大50%植物油、獣脂、廃食油CHJ脂肪酸エステル・脂肪酸の熱変換により
精製される合成ケロシンA6

最大10%藻類
HC-
HEFA-
SPK

炭化水素・エステル・脂肪酸の水素化処
理により精製される合成パラフィンケロ
シン

A7

最大50%バイオマス由来C2-C5ア
ルコールATJ-SKA芳香族化合物を含むアルコール・ジェッ

ト由来の合成パラフィンケロシンA8
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出所）我が国におけるSAFの普及促進に向けた課題・解決策（運輸総合研究所調査）

CEF（CORSIA適格燃料）認証取得プロセス
CORSIAで用いるSAFを製造するには、CEF（CORSIA適格燃料）であることを証

明する基準に従って製造する必要があり、第三者認証機関によって審査・認証が行
われる

正味温室効果ガス削減の実現と、持続可能性基準を満たしていることが認証される
ことにより、製造されたSAFの環境面での品質（排出削減効果）が認められる

→ 「バイオジェット燃料生産技術開発事業」に参画している複数の
NEDO助成事業者も2024年度にCORSIA認証を（工程について）取得
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出所）我が国におけるSAFの普及促進に向けた課題・解決策（運輸総合研究所調査）を一部改編
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課題解決へのNEDOのこれまでの取組
（バイオジェット燃料生産技術開発事業）

（1）一貫製造プロセスに関するパイロットスケール試験（2017~2021）

 要素技術を組み合わ
せた一貫製造プロセス
の構築

 製造システムの安定
運転

課題 実施内容

【原料:微細藻類】
①高速増殖型ボツリオコッカスを使った純バイオジェット燃料生産一貫プロセスの開発
【委託先】株式会社IHI、国立大学法人神戸大学

【原料:木質ﾊﾞｲｵﾏｽ】
②高性能噴流床ガス化とFT合成による純バイオジェット燃料製造パイロットプラントの研
究開発
【委託先】三菱パワー株式会社(現 三菱重工業株式会社)、株式会社JERA、東洋エ

ンジニアリング株式会社、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構
(JAXA)

2030年頃までに商用化が見込まれるSAF製造プロセスを確立するため、前
事業で培った要素技術を組み合わせ、原料からSAFまでの一貫製造プロセス
をパイロットスケール試験により検証し、安定的な⾧期連続運転を実現

SAF
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NEDO Channel に
「バイオジェット燃料生産技術開発事業」に関する広報動画を公開

[本編６分版]
https://www.youtube.com/watch?v=zMmQL-z9iac
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（2）実証を通じたサプライチェーンモデルの構築（2020~2024）
実施する内容
 2030年頃までに一貫製造技術の確立、及びSAFの国際規格 (ASTM D7566) の

認証取得が見込めるものであって、既存のジェット燃料のライフサイクルでの温室効果ガス
排出量と比較して、温室効果ガス排出削減が見込まれ、かつ、想定する将来の製造規
模を技術的に実現し得るSAF製造技術を軸に、サプライチェーンの構築に必要な事業を
行う

 原料別に事業を展開
①木質系バイオマス
②微細藻類

③廃食油・植物油脂
④国産第二世代バイオエタノール

課題

 国内未利用資源の
掘り起こし

 海外原料の安定確
保

 サプライチェーンモデ
ルの実例を増やす

 大規模生産、コスト
低減に向けた検討

課題解決へのNEDOの現在の取組
（バイオジェット燃料生産技術開発事業）
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実施事業者研究開発テーマ

ﾕｰｸﾞﾚﾅ油脂系ﾌﾟﾛｾｽによるﾊﾞｲｵｼﾞｪｯﾄ燃料商業ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの構築
と製造原価低減 (2020-2021年度)

Biomaterial in Tokyo、
三友ﾌﾟﾗﾝﾄｻｰﾋﾞｽ

ﾊﾟﾙﾌﾟからの国産SAFの一貫生産およびｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ構築実
証事業 (2020-2022,2022-2024年度)

日揮ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ、日揮、
ﾚﾎﾞｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、ｺｽﾓ石油

国産廃食用油を原料とするﾊﾞｲｵｼﾞｪｯﾄ燃料製造ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ
ﾓﾃﾞﾙの構築 (2021-2024年度)

日本ｸﾞﾘｰﾝ電力開発
低圧・低水素消費型多機能触媒利用の植物由来SAF実証

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝﾓﾃﾞﾙの構築（2022-2024年度）

J-ｵｲﾙﾐﾙｽﾞ

食料と競合しない植物油脂利用によるSAFｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝﾓﾃﾞﾙ

構築および拡大に向けた実証研究（2022-2023,2023-

2024年度）

三菱重工業、
東洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

BECCSを活用したｶﾞｽ化FT合成ﾌﾟﾛｾｽによるSAF製造
技術のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ検証 (2023-2024年度)

実証を通じたサプライチェーンモデルの構築
（研究開発テーマ名と実施事業者）
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課題解決へのNEDOの現在の取組
（バイオジェット燃料生産技術開発事業）

実施する内容

[2-1]微細藻類基盤技術実証

微細藻類に係る安定大量培養技術を確立すべく、
実用化を行う際の1ユニット単位となる規模の実証
事業を3モデル実施

[2-2]④微細藻類研究拠点(IMAT)における基盤技術開発※

広島県大崎上島において、様々な条件下での藻類種ごとの実証データ取得が可能なテスト
ベッドを含む研究拠点を整備し、商用化にあたっての課題の解決や培養工程でのCO2利用
効率を向上させるための手法の検討等を行う

①発生物カスケード利用
②海洋ケイ藻利用
③発電所排ガス利用

（3）微細藻類基盤技術開発（2020~2024）

課題

 微細藻類の大量培
養技術の実証

 カスケード利用技術
の開発

 基盤研究拠点の整
備、標準化

 LCA評価手法
(曝気CO₂等)
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微細藻類基盤技術開発(2020～2024)
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実施事業者研究開発テーマ

ﾕｰｸﾞﾚﾅ、ﾃﾞﾝｿｰ、伊藤忠商事、
三菱ｹﾐｶﾙ

微細藻ﾊﾞｲｵﾏｽのｶｽｹｰﾄﾞ利用に基づくﾊﾞｲｵｼﾞｪｯﾄ燃料
次世代事業ﾓﾃﾞﾙの実証研究 (2020-2022年度)

電源開発
海洋ｹｲ藻のｵｰﾌﾟﾝ･ｸﾛｰｽﾞ型ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ培養技術の開発
(2020-2024年度)

ちとせ研究所

熱帯気候の屋外環境下における、発電所排気ｶﾞｽお
よびﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸﾌｨﾙﾑ型ﾌｫﾄﾊﾞｲｵﾘｱｸﾀｰ技術を応
用した大規模微細藻類培養ｼｽﾃﾑの構築および⾧期
大規模実証に関わる研究開発 (2020-2024年度)

微細藻類基盤技術開発
（研究開発テーマ名と実施事業者）

実施事業者研究開発テーマ

(一社)日本微細藻類技術協会
微細藻類由来バイオジェット燃料生産の産業化と
CO2利用効率の向上に資する研究拠点及び基盤技
術の整備･開発 (2020-2024年度)

微細藻類基盤技術開発 [微細藻類基盤技術実証]

微細藻類基盤技術開発 [微細藻類研究拠点における基盤技術開発]
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グリーンイノベーション基金事業/
CO2等を用いた燃料製造技術開発
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出所:SAFの導入促進に向けた官民協議会（経済産業省資料）20 / 22



今後のSAF製造技術の開発により目指す姿

出所:NEDO HP FY2022～2023成果報告書: 国内外におけるSAFの製造技術ならびに低ｺｽﾄ化技術に係る動向調査
( https://seika.nedo.go.jp/pmg/PMG01C/PMG01CG01 )
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2024年度技術動向調査

概要実施者分野

非可食油脂植物の大規模栽培に係る技術動向調査東京農工大学原料開発・調達

パーム残渣の調達及び、バイオガスを介したSAF 変換
パスウェイに関する調査研究

（株）ＪＩＲＣＡＳドリームバイ
オマスソリューションズ原料開発・調達

インドネシアにおけるEFBを原料としたSAF製造調査日揮グローバル（株）ATJ

バイオマスガス化・FT 合成による小規模分散型SAF
製造技術の実現可能性調査（一財）カーボンフロンティア機構バイオマスガス化・FT合成

Co-Processing に関する技術調査（一財）カーボンニュートラル燃料
技術センターCo-Processing 

2030年以降もSAF需要の拡大が続く中で、供給量を拡大するには、原料の開拓、多様な
技術の社会実装により供給量を積み上げて需要を満たしていくことが必要

2024年度は、下記の技術動向調査を実施し、技術的・社会的課題と解決方法、想定す
るサプライチェーン、社会実装に向けた道筋を検討中

調査の中間状況は成果報告会及び各シンポジウム等で公表
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ご清聴ありがとうございました

https://www.nedo.go.jp/index.html


